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平
成
28
年
度
北
辰
会
総
会
は
、
５
月
29
日
㈰
に
小
倉

飯
店（
北
九
州
市
小
倉
北
区
堺
町
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
当
番
幹
事
は
、
平
成
５
年
卒
と
平
成
17
年

卒
の
皆
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。
福
田
祐
冶
（
平
成
５

年
電
気
卒
）
幹
事
長
始
め
当
番
幹
事
は
、
小
人
数
乍

ら
各
支
部
総
会
、
交
流
会
等
に
出
向
き
広
告
の
依
頼

や
会
員
券
の
販
売
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

総
会
は
、岡
田
研
一
郎
氏
（
平
成
５
年
電
気
卒
）
が
、

司
会
を
担
当
し
下
條
純
子
氏
（
平
成
20
年
工
化
卒
）

の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
に
ご

逝
去
さ
れ
た
39
名
の
方
々
（
事
務
局
へ
連
絡
が
あ
っ
た

方
の
み
）
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
黙
祷
し
ま
し
た
。

　

会
長
挨
拶
で
は
、
ご
来
賓
の
皆
様
へ
の
謝
辞
と
熊
本

地
震
被
災
者
へ
の
お
見
舞
い
を
述
べ
『
母
校
卒
業
式
に

参
列
し
て
後
輩
の
き
び
き
び
し
た
雰
囲
気
に
感
動
し

て
い
ま
す
。
北
九
州
の
活
天
地
か
ら
社
会
へ
飛
び
出
し

て
い
く
、
ま
さ
に
意
気
天
を
衝
く
雄
姿
で
あ
り
ま
す
。

全
国
一
の
工
業
高
校
と
し
て
後
輩
が
勉
学
に
励
み
、
部

活
で
も
成
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
期
待

し
て
い
ま
す
。』　
『
昨
年
、
中
部
・
東
海
地
区
で
は
昭

和
27
年
か
ら
平
成
10
年
代
卒
の
20
数
名
に
よ
る
初
め

て
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
月
に
は
、
新
人
歓

迎
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
地
域
の
活
動
を

支
援
し
て
い
く
所
存
で
す
。
会
員
諸
氏
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
北
辰
会
の
充
実
・
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。』

と
、
協
力
と
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
役
員
改
選
の
年
に
あ
た
り
坂
田
繁
（
昭

和
31
年
工
化
卒
）
役
員
選
考
委
員
長
か
ら
選
考
委
員

会
の
経
過
が
報
告
さ
れ
、
参
加
者
の
了
承
を
得
て
新

し
い
三
役
（
会
長・副
会
長・監
査
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

終
り
に
、
現
役
応
援
団
、
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
先
立
ち
雅
京
会
（
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
グ

ル
ー
プ
）
に
よ
る
雅
楽
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
演
奏

の
合
間
に
、
笙し

ょ
う・
篳ひ
ち

篥り
き
・
竜り
ゅ
う
て
き笛・
鞨か
っ

鼓こ

等
楽
器
の
説
明

や
雅
楽
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
、
塩
梅
（
え
ん
ば
い
…
あ

ん
ば
い
「
あ
ん
ば
い
が
悪
い
」）、
千
秋
楽
（
雅
楽
の
曲

で
舞
台
や
相
撲
の
最
終
日
）
等
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

　

雅
楽
演
奏
を
生
で
聴
く
機
会
は
珍
し
く
、
会
場
の

皆
さ
ん
は
興
味
深
く
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

新役員紹介（敬称略）
平
成
29
年
度
　
総
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
度
北
辰
会
総
会
は
、
5
月
28
日
㈰
小
倉
飯
店
に
て

行
い
ま
す
。

　

当
番
幹
事
は
、
平
成
6
年
卒
と
平
成
18
年
卒
の
皆
さ
ん
で
す
。

会
員
各
位
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
度 

　
北
辰
会
総
会
開
催
さ
れ
る
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会
　
長
　　

篭
原　

裕
明
（
留
任
）

（
昭
和
42
年　

電
子
科
卒
）

副
会
長
　　

馬
場　

光
三（
新
任
）

（
昭
和
42
年　

電
子
科
卒
）

副
会
長
　　

林　
　

武
博（
新
任
）

（
昭
和
45
年　

電
気
科
卒
）

副
会
長
　　

肱
岡　

正
幸（
新
任
）

（
昭
和
53
年　

電
気
科
卒
）

副
会
長
　　

下
條　

純
子（
留
任
）

（
平
成
20
年　

工
業
化
学
科
卒
）

監
　
査
　　

福
井　

一
憲（
留
任
）

（
昭
和
50
年　

機
械
科
卒
）

監
　
査
　　

久
保　

直
樹（
新
任
）

（
昭
和
50
年　

機
械
工
作
科
卒
）
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年
の
瀬
を
迎
え
、
寒
さ
も
増
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
は
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
お
手
元
に
届
い
た
北
辰
会

報
、
新
し
く
な
っ
た
な
ぁ
と
喜
ん
で

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

北
辰
会
報
は
、
会
員
の
皆
様
の
絆

と
な
り
、
母
校
の
活
躍
な
ど
近
況
を

知
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
73
号
を
数
え
て
い

ま
す
が
、
年
２
回
発
行
で
36
年
目
と

な
り
ま
す
。
当
初
は
、
学
校
新
聞
が

春
に
、
同
窓
会
報
を
秋
に
発
行
と
い

う
形
で
し
た
の
で
、
40
年
を
遙
か
に

超
え
る
新
聞
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

正
に
、
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
我
が
校

の
活
動
で
す
。
特
に
こ
こ
十
数
年
は

毎
回
編
集
委
員
会
を
開
催
し
、
今

津
光
義
様
（
昭
和
29
年 

機
械
科
卒
）

に
は
、
委
員
長
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
頂
き
ま
し
た
。
長
年
の

ご
苦
労
に
感
謝
し
な
が
ら
、
今
年
度

か
ら
は
、
北
辰
会
役
員
・
事
務
局
で

新
聞
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

北
辰
会
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
、

在
校
生
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先

生
方
に
少
し
で
も
見
や
す
く
、
色
々

な
話
題
の
入
っ
た
新
聞
づ
く
り
を
目

指
し
、
思
い
切
っ
て
編
集
ス
タ
イ
ル
も

変
え
た
新
聞
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
北
辰
会
報
を
通

し
て
、
母
校
の
活
躍
や
北
辰
会
活

動
、
会
員
の
皆
様
の
近
況
な
ど
、
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
の
母
校
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し

く
、
就
職
は
10
月
末
ま
で
に
全
員
決

ま
り
、
全
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
決
定

で
す
。
ま
た
、
部
活
動
も
め
ざ
ま
し

く
、
陸
上
部
の
34
年
連
続
の
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
出
場
、
空
手
道
部
の
九
州
大

会
２
位
、
そ
し
て
野
球
部
は
県
大
会

準
決
勝
で
惜
敗
し
ま
し
た
が
、
21
世

紀
枠
で
春
の
推
薦
候
補
に
な
る
な

ど
、
そ
の
活
動
は
“
意
気
天
を
衝
く

大
丈
夫
”
の
如
く
、
我
々
先
輩
の
誇

り
で
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
母
校
関
係
の
皆
様

に
取
り
ま
し
て
、
来
年
も
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
母
校
共
々
活
躍
で
き
る

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

会
長
挨
拶

卒
業
か
ら
50
年

　

11
月
６
日
㈰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小
倉
に
於
い
て
、

昭
和
41
年
卒
業
生
の
同
窓
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
90
歳
を
超
え
て
も
い
ま
だ
に
健
全
な
、
工

業
化
学
科
恩
師 

吉
田
繁
美
先
生
、
機
械
科
恩
師 

藤
井

（
石
田
）
繁
先
生
、
電
子
科
恩
師 

檞
司
郎
先
生
、
又
母
校

平
野
校
長
、
石
津
教
頭
、
北
辰
会
坂
田
事
務
局
長
、
及

び
昭
和
40
年
卒
業
の
先
輩
２
名
の
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

　

卒
業
生
90
名
が
50
年
振
り
に
会
う
た
め
、
卒
業
時
の

顔
写
真
を
名
札
に
付
け
各
自
が
確
認
、
認
識
で
き
る
よ

う
に
し
50
年
を
経
て
も
変
わ
ら
な
い
方
、
ま
っ
た
く
50

年
前
の
面
影
の
な
い
方
等
、
お
互
い
の
変
化
に
会
話
が

弾
み
ま
し
た
。

　

歓
談
時
に
は
、
在

校
時
の
各
ク
ラ
ス
や

各
ク
ラ
ブ
、
修
学

旅
行
時
の
写
真
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で

写
し
、
若
き
時
代
に

戻
っ
た
よ
う
で
好
評

で
し
た
。

　

又
、
久
し
振
り
の

科
歌
の
合
唱
等
で
盛

り
上
が
り
、
２
時
間

半
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
去
り
、
次
回

再
会
を
約
束
し
別
れ

る
方
、
二
次
会
へ
流

れ
る
方
、
名
残
惜
し

み
な
が
ら
の
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
42
年
卒
業
生
は
60
歳
の
還
暦
同
期
会
か
ら
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
年
に
同
期
会
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
そ
の
年

に
当
た
り
、
去
る
10
月
30
日
㈰
に
小
倉
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ

ル
で
、「
卒
後
50
年
記
念
同
期
会
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

恩
師
の
杉
本
先
生
、
母
校
よ
り
教
頭
先
生
、
北
辰
会
よ
り

坂
田
事
務
局
長
様
に
も
ご
出
席
頂
き
、
全
国
各
地
よ
り
56

名
の
同
級
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
催
前
に
は
母
校
見
学

会
も
行
い
校
内
、
体
育
館
、
実
習
場
等
を
懐
か
し
く
見
て

回
り
ま
し
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
在
校
時
に
は
１
年
と
３
年
時
に
野
球
部

が
二
度
も
夏
の
甲
子
園
に
出
場
し
、
し
か
も
３
年
時
に
は

ベ
ス
ト
４
の
快
挙
を
達
成
す
る
と
い
う
言
わ
ば
栄
光
の
時

代
に
学
生
生
活
を
過
ご
せ

た
世
代
で
あ
り
ま
す
。
懇

親
会
は
近
況
や
甲
子
園
の

話
題
を
中
心
に
思
い
出
話

に
花
が
咲
き
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後

に
校
歌
、
応
援
歌
を
元
応

援
部
の
音
頭
で
斉
唱
し
、

次
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
年
で
の
再
会
を
誓
っ
て

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
若
干
で
す
が
、

同
期
会
と
し
て
野
球
部

に
ボ
ー
ル
を
贈
呈
し
、
教

育
振
興
基
金
へ
会
場
で

賛
同
し
て
頂
い
た
募
金

を
寄
付
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
関
係
者
の
皆

様
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
辺　

政
男
（
昭
和
42
年 

機
械
科
卒
）

小
屋
敷　

憲
治
（
昭
和
41
年 

工
業
化
学
科
卒
）

代
表
幹
事

昭
和
42
年

卒
後
50
年
記
念
同
期
会
を
開
催

倉
工
卒
業
後
50
周
年
記
念
同
窓
会

篭
原　

裕
明
（
昭
和
42
年 

電
子
科
卒
）
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（敬称略）

職　員　　　田中　誠一
大15機　　　岡部　　真
昭７電　　　木村　久美
昭11機　　　境　　孝毅
昭12機　　　室本　敏治
昭15機２部　平田　忠美
昭16機　　　石松　光男
昭17機本　　梅野　哲夫
昭17機本　　黒瀬　正六
昭17電１種　松本　清介

昭19機専　　赤星　　嵩
昭20機１種　安藤高次郎
昭21機３種　木村　弘文
昭21電３種　大貝　久保
昭21化３種　代谷　直文
昭23機２種　玉井　昌一
昭23電専　　河内　幸雄
昭24電　　　芝　　博一
昭25化　　　大村　敦洽
昭27機　　　川北　　孝

昭29機　　　松村　敏男
昭29電　　　山本　泰弘
昭30機　　　畠埜　晴義
昭31電　　　上森　一臣
昭32電　　　梶原　靖正
昭32化　　　原　　信康
昭35機　　　中嶋　正己
昭36機　　　尾倉　康英
昭36化　　　岡　　　浩
昭37化　　　齊藤　啓吾

昭38機　　　米川　祐之
昭40機　　　小橋　隆弘
昭40機　　　長友　和男
昭40電子　　山本　一馬
昭43機　　　松本　　実
昭45機　　　長尾　　守
昭45電　　　蔵元　準一
昭53機　　　黒木　康正
昭54機　　　島根　正行
昭57電子　　近藤　和外

ご逝去された方々のご冥福を心からお祈り申し上げます。
（平成27年５月11日より平成28年５月10日までに連絡のあった方々）平成27年度にご逝去された方々

　

8
月
23
日
㈫
小
倉
飯
店
に
於
い
て
『
部
活
動
が
ん
ば
ろ
う
会
』
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
『
が
ん
ば
ろ
う
会
』
は
、
日
頃
部
活
動
を
ご
指
導
し
て
頂
い
て
い
る
先

生
方
の
激
励
と
感
謝
の
意
味
を
込
め
て
、
部
活
の
Ｏ
Ｂ
と
保
護
者
が
一
堂
に
会

し
て
絆
を
深
め
る
為
の
懇
親
会
を
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
部
の
講
演
会
で
は
、中
村
達
志
元
教
諭
に
ご
自
身
の
体
験
を
通
し
て『
夢

を
仕
事
に
、
こ
ん
な
人
生
を
』
と
題
し
て
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

中
村
先
生
は
、
小
倉
工
業
に
赴
任
し
陸
上
部
を
指
導
し
34
年
連
続
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
す
る
金
字
塔
を
打
ち
立
て
、
倉
工
陸
上
部
の
黄
金
時
代
を
築
き
ま

し
た
。
在
職
中
か
ら
小
学
生
の
陸
上
ク
ラ
ブ
も
指

導
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

中
学
生
時
代
に
１
０
０
ｍ
11
秒
1
で
全
国
1
位

に
な
り
、
高
校
で
は
10
秒
9
ま
で
記
録
、
名
門
早

稲
田
大
学
に
進
み
4
年
時
に
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と

し
て
大
所
帯
陸
上
部
の
纏
め
役
を
務
め
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
怪
我

の
為
夢
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
村
先
生
は
、

全
国
大
会
で
戦
え
更
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を

育
て
る
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。
夢
を
持
つ
事
が
、

い
か
に
大
切
か
…
と
語
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
各
部
活
の
先
生
方
が

そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
発
表
し
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

部
活
動
が
ん
ば
ろ
う
会

　

10
月
24
日
㈪
勝
山
御
所
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
京
都
郡
み
や
こ
町
勝
山

大
久
保
）
に
於
い
て
第
23
回
北
辰
会
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
会
場
は
、
第
1
回
大
会
を
行
っ
た
懐
か
し
い
会
場
で
も
あ
り
ま

す
。
92
名
の
参
加
者
が
、
こ
の
上
な
い
好
天
に
恵
ま
れ
和
気
藹
々
に
の
び

の
び
と
プ
レ
ー
し
、
身
心
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス　

松
本　

勇
次
（
一
般
）
75

【
男
性
の
部
】

　

優　

勝　

大
林　

郁
夫
（
旧
職
員
）

　

準
優
勝　

松
本　

勇
次
（
一
般
）

　

3　

位　

小
田　

哲
也
（
一
般
）

【
女
性
の
部
】

　

優　

勝　

桧
山
き
み
香
（
一
般
）

　

準
優
勝　

加
賀
美
和
子
（
一
般
）

　

3　

位　

嶋
田
三
枝
子
（
一
般
）

第
23
回 

北
辰
会
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会

平
成
28
年
度
部
活
動
後
援
会
の
活
動

平
成
27
年
度 

教
育
振
興
基
金
報
告

　

教
育
振
興
基
金
で
は
平
成
26
年
度

に
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
で

次
の
給
付
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

一
、
山
田
奨
学
会
特
別
奨
学
生 

１
名

６
０
０
，
０
０
０
円

一
、
科
学
研
究
奨
学
会

９
９
２
，
３
７
２
円

　
　
　

内
訳

　
　
　
　

電
力
監
視
盤
設
置

　
　
　
　
　
　
（
26
年
度
事
業
支
払
い
）

４
９
２
，
３
７
２
円

　
　
　
　

知
的
財
産
教
育
推
進

５
０
０
，
０
０
０
円

一
、
部
活
動
奨
励
費５０

０
，
０
０
０
円

　
　

も
の
づ
く
り
部
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、

　
　

ラ
グ
ビ
ー
部

一
、
国
際
研
修
事
業２８

０
，
１
２
２
円

　
　
　

全
国
工
業
校
長
会
主
催

　
　
　

カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
研
修

１
名
派
遣

一
、
予
備
費

１
９
５
，
８
６
４
円

　
　
　

・
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
生
塾

　
　
　

・
世
界
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権

　
　
　

・
陸
上
部
全
国
高
校
総
体
出
場

平
成
27
年
度
の
募
金
活
動
で
は
前
年

を
上
回
る
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

・
募
金
活
動　

３
９
４
名
（
件
）

２
，
１
９
３
，
５
０
０
円

　
　

内
訳

　
　
　

振
込　

３
８
１
名

９
７
３
，
５
０
０
円

　
　
　

現
金　
　

13
件

１
，
２
２
０
，
０
０
０
円

　
　
　

中
村　

達
志　

元
教
諭

１
０
，
０
０
０
円

　
　
　

井
本　

孝
義
（
昭
29
機
）

１
０
，
０
０
０
円

　
　
　

吹
奏
楽
部
О
Ｂ
会

５
０
，
０
０
０
円

　
　
　

小
倉
北
支
部５

０
，
０
０
０
円

　
　
　

坂
田　

智
之
（
昭
36
機
）

１
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　

昭
40
年
卒
後
50
周
年
同
期
会

２
５
０
，
０
０
０
円

　
　
　

大
山　
　

勝
（
昭
39
電
）

１
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　

小
田　

伯
雄
（
昭
44
機
）

１
０
，
０
０
０
円

　
　
　

篭
原　

裕
明
（
昭
42
電
子
）

１
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　

部
活
動
後
援
会

５
０
０
，
０
０
０
円

　
　
　

廣
門　

昌
子３

０
，
０
０
０
円

　
　
　

松
本　

将
秀（
山
田
奨
学
会
分
）

１
０
，
０
０
０
円

（
敬
称
略
）

※
大
山 

勝
（
昭
39
電
）
様
か
ら
は
振

込
で
も
10
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
会
員
各
位
か
ら
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
浄
財
は
平
成
28
年
度
の

教
育
振
興
基
金
の
活
動
に
充
て
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

※�

平
成
28
年
度
も
既
に
多
く
の
方
々
か
ら

支
援
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
　

中
村　

達
志　

元
教
諭

１
０
，
０
０
０
円

　
　
　

清
水　
　

誠
（
昭
37
機
工
）

５
０
，
０
０
０
円

　
　
　

�【
清
水
誠
さ
ん
は
平
成
28
年
６

月
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
兄
の

清
水
博
（
昭
31
電
通
）
さ
ん
よ

り
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。】

　
　
　

昭
34
年
機
械
科
卒
有
志

５
，
０
０
０
円

　
　
　

�

昭
41
年
卒
後
50
周
年
同
期
会

１
４
５
，
0
０
０
円

　
　
　
昭
42
年
卒
後
50
年
記
念
同
期
会
で

　
　
　

参
加
者
か
ら
募
金
を
募
り

５
２
，
６
０
０
円

　
　
　

部
活
動
後
援
会

６
０
０
，
０
０
０
円

※�

そ
の
他
１
０
，
０
０
０
円
以
下
の
方
も

多
数
お
ら
れ
ま
す
が
紙
面
の
都
合
上
ご

芳
名
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

3 H O K U S H I N K A I



福
岡
支
部
の
活
動

図
書
館
再
興
に
つ
い
て

校
訓
を
原
動
力
と
し
て

　

福
岡
支
部
で
は
、
支
部
会
員
交
流
の
バ
ス
ハ

イ
ク
を
、今
回
は「
有
田
陶
磁
器
創
業
４
０
０
年
」

の
年
で
あ
り
、
有
田
工
高
も
一
見
の
価
値
あ
り
と

の
意
見
で
、
有
田
陶
器
巡
り
を
６
月
25
日
㈯
に

参
加
者
18
名
で
実
施
し
ま
し
た
。
バ
ス
は
北
辰

会
の
バ
ス
を
利
用
さ
せ
て
頂
き
、
有
田
工
高
の
訪

問
に
つ
い
て
は
篭
原
会
長
の
ご
尽
力
で
、
同
校
の

吉
永
先
生
を
紹
介
し
て
頂
き
実
現
し
ま
し
た
。

　

有
田
工
高
は
明
治
33
年
創
立
、
小
倉
工
高
よ

り
１
年
遅
く
今
年
で
１
１
６
周
年
の
歴
史
と
伝

統
が
あ
り
、
陶
磁
器
産
業
界
に
数
多
く
の
名
工

を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
工
業
高
校
で
は

珍
し
い
デ
ザ
イ
ン
科
が
あ
り
、
世
界
的
に
有
名

な
デ
ザ
イ
ナ
ー
も
輩
出
し
て
お
り
、
校
内
に
は

生
徒
の
陶
磁
器
作
品
、
デ
ザ
イ
ン
作
品
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
学

校
と
美
術
館
が
一

帯
の
様
に
感
じ
ま

し
た
。

　

有
田
工
高
見
学

後
、
吉
永
先
生
の

案
内
で
日
本
磁
器

が
始
ま
っ
た
泉
山

磁
石
場
、
有
田
焼

陶
祖
を
祀
る
陶
山

神
社
、
有
田
の
歴

史
を
見
る
陶
磁
器

文
化
会
館
な
ど
を

見
学
し
、
有
田
の

陶
磁
器
文
化
を
堪

能
し
た
一
日
に
な

り
ま
し
た
。

　

１
９
４
４
年
（
昭
和
19
）
の
入
学
生
は
、
二

種
類
あ
っ
た
。
旧
来
の
国
民
高
等
学
校
卒
と
国

民
学
校
卒
で
後
者
の
中
に
国
民
高
等
学
校
一
年

修
了
者
も
含
ま
れ
る
。

　

入
学
は
二
種
類
で
あ
っ
た
が
、
卒
業
は
三
つ

に
分
か
れ
た
。
さ
き
の
前
者
、
つ
ま
り
旧
制
の

入
学
者
は
４
年
、
後
者
は
旧
制
中
学
と
同
じ
５

年
で
卒
業
、
新
制
高
校
で
卒
業
し
た
も
の
は
６

年
で
卒
業
し
た
。
し
か
も
新
制
高
校
一
期
生
で

卒
業
し
た
時
の
学
校
名
は
県
立
小
倉
中
央
高
等

学
校
で
あ
っ
た
。

　

新
制
高
校
一
期
生
が
卒
業
し
た
１
９
５
０
年

は
、
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
る
前
で
、
不
況
の
ド
ン

底
に
あ
り
、
戦
争
特
需
に
よ
り
活
況
を
来
た
す

よ
う
に
な
る
の
は
そ
れ
か
ら
二
、三
年
後
の
こ

と
で
あ
る
。

　

倉
工
に
入
学
し
て
一
、二
ヶ
月
経
っ
た
頃
、

勤
労
学
徒
動
員
で
小
倉
造
兵
廠
で
働
く
こ
と
に

な
っ
た
。
翌
年
は
八
幡
製
鉄
所
で
働
き
、
大
空

襲
に
あ
っ
た
。

　

旧
校
舎
の
校
長
室
の
奥
の
建
物
に
図
書
室
が

あ
り
、
戦
前
に
出
版
さ
れ
た
漱
石
全
集
の
一
部

や
伝
記
な
ど
が
、
本
棚
に
疎
ら
に
あ
っ
た
。

　

昭
和
23
年
の
春
、
電
気
、
機
械
、
応
用
化
学

の
本
好
き
が
集
ま
り
、
図
書
室
再
興
の
た
め
部

を
創
っ
た
。
そ
し
て
、
生
徒
か
ら
毎
月
20
円
徴

収
し
、
本
の
購
入
に
充
て
る
こ
と
に
し
た
。
生

徒
が
６
０
０
名
い
た
の
で
毎
月
1
万
2
千
円
分

の
本
を
購
入
し
た
。
そ
れ
以
外
に
、
貸
出
窓
口

で
「
サ
ッ
カ
リ
ン
あ
り
ま
す
」
と
掲
示
し
、
人

口
甘
味
料
を
売
っ
た
。
仕
入
れ
は
、
部
員
の
家

族
に
入
手
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
。

　

本
の
購
入
は
、
先
生
方
の
協
力
で
蔵
書
を

譲
っ
て
い
た
だ
い
た
り
古
本
を
買
い
求
め
て
少

し
は
、
図
書
館
ら
し
く
整
っ
た
。

　

そ
の
時
の
努
力
が
、
現
在
の
図
書
館
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

在
校
生
の
皆
様
、
勉
強
、
部
活
動
お
疲
れ
さ

ま
で
す
。
私
か
ら
、
学
生
時
代
、
就
職
を
振
り

返
り
お
伝
え
し
ま
す
。

　

結
論
「
諦
め
ず
行
動
し
続
け
れ
ば
道
は
必
ず

開
き
ま
す
。」

　

私
は
現
在
、自
動
車
製
造
業
で
技
術
職
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
安
全
で
よ
り
魅
力
的
な
車
を
お
客
様

に
届
け
る
為
、
新
し
い
車
の
生
産
準
備
や
ラ
イ
ン

の
維
持
管
理
、
技
術
的
改
善
を
行
う
日
々
で
す
。

　

学
生
時
代
は
将
来
の
目
標
も
な
く
、
勉
強
も

留
年
し
な
け
れ
ば
い
い
程
度
。
就
職
希
望
も
な

く
、
現
在
と
は
違
う
会
社
に
勤
め
ま
し
た
。

　

私
の
転
機
は
入
社
3
年
目
。
技
術
職
を
さ
れ
て

い
る
先
輩
に
、
知
識
と
意
識
を
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。「
仕
事
が
楽
に
な
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。」
と

声
を
か
け
て
頂
き
、
嬉
し
さ
と
初
め
て
や
り
が
い

を
感
じ
ま
し
た
。
私
は
も
っ
と
学
び
た
い
と
思
い
、

製
造
業
で
お
手
本
に
さ
れ
て
い
る
ト
ヨ
タ
自
動
車

に
転
職
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

2
年
間
、
資
格
の
取
得
と
技
術
取
得
の
為
、

社
外
講
習
な
ど
自
費
で
参
加
し
ま
し
た
。
何
度

も
諦
め
そ
う
に
な
る
日
々
を
こ
え
、
合
格
し
現

在
に
至
り
ま
す
。

　

最
後
に
。

　

私
は
学
生
時
代
を
後
悔
し
た
時
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、「
過
去
の
自
分
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
現

在
の
自
分
が
い
る
。」
と
今
は
思
い
ま
す
。
失
敗

の
先
に
ど
う
行
動
す
る
か
で
、
結
果
は
大
き
く
変

わ
る
と
知
り
ま
し
た
。
な
の
で
、
も
う
後
悔
し
て

い
ま
せ
ん
。
在
校
生
の
皆
様
も
、
変
わ
る
時
が
必

ず
来
ま
す
。
た
と
え
遅
く
な
っ
て
も
諦
め
ず
、
行

動
し
て
く
だ
さ
い
。
道
は
必
ず
開
き
ま
す
。

　

皆
様
、
お
元
気
で
す
か
？
平
成
元
年
３
月
に

工
業
化
学
科
を
卒
業
し
た
、
旧
姓
高
瀬
で
す
。

　

私
は
現
在
、
長
崎
県
警
で
女
性
で
は
数
少
な
い

警
部
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
県
の
知

事
部
局
に
派
遣
さ
れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
微

力
な
が
ら
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

卒
業
直
後
、
長
崎
県
警
入
り
し
、
間
も
な
く

28
年
。
多
分
、当
時
の
私
を
知
っ
て
る
方
は「
こ

ん
な
に
続
く
と
は
。」
と
思
っ
て
い
る
か
な
あ

と
。な
ん
せ
無
口
で
し
た
の
で
、自
分
で
も
び
っ

く
り
で
す
。（
笑
）

　

警
察
の
仕
事
は
人
の
命
に
も
関
わ
る
仕
事
で

も
あ
る
た
め
、
ず
っ
と
休
め
な
か
っ
た
り
、
夜

中
に
呼
び
出
さ
れ
た
り
、
規
律
も
厳
し
か
っ
た

り
と
、
結
構
大
変
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

続
け
て
こ
れ
た
の
は
、
多
分
、
倉
工
で
の
恩
師

や
先
輩
、
そ
し
て
ク
ラ
ス
の
皆
さ
ん
と
の
３
年

間
が
あ
っ
た
お
か
げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。（
い

ろ
ん
な
方
に
支
え
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、

か
な
り
精
神
的
に
鍛
え
ら
れ
た
気
が
し
ま
す
。）

　
「
真
理
探
究
」、「
質
実
剛
健
」、「
勤
労
努
力
」

そ
の
校
訓
が
、
未
だ
に
私
を
奮
い
立
た
せ
る
良

い
原
動
力
で
。（
ち
ゃ
ん
と
出
来
て
い
る
か
と

い
え
ば
反
省
も
多
い
の
で
す
が
。）

　

今
、
警
察
で
も
女
性
の
登
用
、
採
用
拡
大
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
長
崎
県
の
女
性
警
察
官
第

１
期
生
で
も
あ
る
私
は
、
後
進
の
目
標
と
な
る

べ
き
立
場
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
今
後
も

頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
つ
か
、
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
昭
和
25
年 

電
気
科
卒
）

岩
井　

英
司

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
㈱ 

技
術
職

有
田
バ
ス
ハ
イ
ク

諦
め
ず
行
動
、道
は
開
け
る

山
縣　

慶
浩
（
平
成
10
年 

電
子
科
卒
）

長
崎
県
女
性
警
察
官
第
１
期
生

相
川　

友
理
子
（
旧
姓
：
高
瀬
）

（
平
成
元
年 

工
業
化
学
科
卒
）
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建築家  村野 藤吾氏（明治43年 機械科卒）設計
旧八幡図書館れんが

　北九州市旧八幡図書館を解体するにあたり、外壁れんがの譲
渡を申し入れました。
　数回の交渉を重ねるなかで、丸窓と階段手摺等も残っている
ことが判り、これらの部材を使いものづくりの教材として使用
する他、母校創立120周年に向けてモニュメントを制作すると
して譲渡して頂けることになりました。
　この外壁れんがには、村野先輩の強い思い入れがあったよう
です。母校卒業後、八幡製鉄所で勤務した経験から、製鉄所の
高炉から発生する鉱滓を混ぜたれんがを外壁に使用していまし
た。ものづくりに拘る村野先輩の姿をみることが出来ます。
　この鉱滓れんがを製造するのに時間を要し、図書館の完成が
１年程遅れたとも云われています。

　９月18日㈰第13回WRO JAPAN大会が東京スポーツ文化館
で行われました。
　小倉工業から電子機械科３年田中大樹君、高橋航平君、輪竹 
花さん（写真前列左から）３名が出場しました。
　このWRO（ワールド ロボット オリンピアード）大会は、
プログラム開発による自律型ロボットの競技会で地区予選を勝
ち抜いたチームが、全国大会へ出場します。結果は、残念乍ら
入賞を逃がしましたが、熱心な顧問の先生の指導により今後の
活躍が期待できます。
　当日は、関東支部から野見山支部長始め役員が、応援に駆け
付けました。

～学校だより～

　今年度９月末、福岡労働局
から、福岡県内高校新卒者の
求職者数7,083人に対し求人数
14,179人と求人倍率2.0倍と平
成４年以降最高になったと発
表されました。
　その中で本校は、求人企業
数と求人数（１社に対する求人
枠の増加）ともに増加という、
生徒にとってはとても良い状況
となりました。しかし、この現
状に満足することなく３年生は
進路実現にむけ夏休み返上で
努力を重ねてきました。
　 その 結果、10月28日には、
就職希望者171名の全員の内定
をいただき、いち早く就職率
100％を達成することができま
した。
　進学希望者においても現在、
推薦入試やセンター試験受験
に向け努力しております。
　この成果は、同窓の皆様の

各企業や各職場でのご活躍と
本校への温かいご支援による
ところが大変大きいと感謝して
います。さらには、先輩諸氏
から引き継がれている倉工魂
で、一人一人が高い進路意識
を持って取り組んできた成果だ
と思います。本校職員は、今
後もこの伝統を引継ぐべく在校
生全員の進路実現に向け、全
職員で指導してまいります。

〈就職希望者：171名〉
内 定 者 ………………171名

（県内81名、県外90名）内定率100％

公務員希望者 ……………… ３名

進 学 希 望 者 ……………… 21名

合 計 …………… 195名

11月１日現在

福岡県一早い進路状況（工業高校）

WRO全国大会出場 村野藤吾作品母校へ還る

　来春の選抜高校野球大会へ福岡県高野連から21世紀枠に推薦
されました。
　秋の九州地区大会県予選で東海大福岡（九州大会準優勝）と
対戦し１－１、９回降雨の為コールドゲームで引き分けた再試
合は０－２で負けはしましたが、熱戦を繰り広げました。
　ここ数年実績の出なかった野球部ですが、久し振りに県大会
へ進み、今一歩で九州大会出場を逃がしました。
　この努力が認められ、福岡県から21世紀枠に推薦されました。
しかし、選抜されるのは全国で３校と極めて狭く、甲子園出場
の可能性は限りなく低いと思われます。
　これを契機に県大会上位の常連校を目指して努力すれば、近
い将来甲子園も夢ではないと期待しています。
　甲子園で母校野球部を応援した
いと願っている卒業生が多勢いる
ことでしょう。

【秋季大会の成績】
　１回戦　小倉工10－３嘉穂東
　２回戦　小倉工９－０直方
　３回戦　小倉工７－１常磐
　４回戦　小倉工２－１福島
　準決勝　小倉工１－１東海大福岡（雨の為９回途中コールドゲーム）
　再試合　小倉工０－２東海大福岡

21世紀枠（福岡県推薦される）

丸窓
階段手摺

階段手摺コーナー れんが

第11回定期演奏会は、平成29年２月４日㈯ 13時30分からウェル戸畑大ホール
にて行います。入場無料です。多数のご来場をお待ちしています。吹奏楽部定期演奏会のお知らせ
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平成27年度北辰会決算書及び平成28年度予算案 （単位：円）

費　目
平成27年4月1日～平成28年3月31日 平成28年度

予算額 摘　要
予算額 決算額 対比増減 摘　要

収

入

前 年 度 繰 越 金 565,243 565,243 0 387,431
同 窓 会 費 2,400,000 2,065,500 334,500 1,033件 2,100,000 @2,000円×1,050名
新 入 生 入 会 金 600,000 600,000 0 ＠3,000円×200名 600,000 @3,000円×200名
在 校 生
同 窓 会 費 3,534,000 3,535,500 △1,500 ＠500円×12ケ月×1,2,3年 3,564,000 @500円 ×12ヶ 月×1,2,3年（594人）

預 金 利 息 57 88 △31 福銀1　21円福銀2　67円 69

名 簿 販 売 金 90,000 49,500 40,500 11冊 45,000 @4,500円×20冊
雑 収 入 310,700 305,000 5,700 総会より300,000円 303,500
合 計 7,500,000 7,120,831 379,169 7,000,000

支

出

支 部 還 元 金 100,000 27,500 72,500 支部活動支援費 50,000 支部活動支援費
組 織
対 策 費 300,000 316,056 △16,056 組織強化費用 400,000 組織活性化・組織強化費
大 名 簿
編 集 費 1,000,000 500,000 500,000 名簿積立金 800,000 平成32年度改訂積立金
部 活 動
後 援 費 1,200,000 1,200,000 0 部活動支援費用、同窓会バス補助 1,200,000 部活動支援費用、同窓会バス補助
事 務 手 当 1,000,000 1,000,000 0 事務局長手当 1,000,000 事務局長手当
人 件 費 1,400,000 1,360,170 39,830 パート代（交通費含） 1,400,000 事務局パート代

印 刷 費 200,000 217,852 △17,852 コピー機リース代・インク代 230,000 コピー機リ－ス代・インク代等

会 報 費 500,000 431,436 68,564 北辰会報春季号 500,000 北辰会報印刷費、発送費

会 議 費 100,000 67,585 32,415 理事評議員会・支部代表者会議 100,000 理事評議員会・支部代表者会議

通 信 費 150,000 136,062 13,938 電話代・領収書葉書代・案内等 150,000 電話代・会議通知送料・領収書葉書代等
旅 費
交 通 費 300,000 314,850 △14,850 各支部総会出席旅費等 350,000 支部総会等出席旅費・事務局交通費
永 年 継 続
表 彰 費 0 0 0 30,000 学校職員10年勤続者

慶 事 費 150,000 150,000 0 支部総会祝儀等 150,000 各支部総会祝儀等
産 業 教 育
振 興 会 費 5,000 5,000 0 5,000 産業教育等協賛費年会費1口
事 務
用 品 代 100,000 92,434 7,566 プロジェクター購入、コピー紙 100,000 事務局事務用品等

振 替
手 数 料 100,000 76,294 23,706 会費振替手数料 100,000 会費振替手数料等

雑 費 50,000 63,050 △13,050 肖像写真、宿泊用枕購入等 60,000 茶葉代等

事 務 局
運 営 費 300,000 245,333 54,667 水道光熱費、清掃代等 250,000 水道光熱費・事務局清掃代
予 備 費 515,000 0 515,000 95,000
北辰会長表彰費 30,000 29,778 222 生徒表彰記念品代 30,000 生徒表彰記念品代
寄 付 0 500,000 △500,000 基金へ 0 基金へ
合 計 7,500,000 6,733,400 766,600 7,000,000

次年度繰越金 387,431
福銀１	 　42,638円
福銀２	  242,774円
現金	 102,019円

基金会計（平成27年4月1日～平成28年3月31日） （単位：円）
費　目 金　額 摘　要

収
　
入

前 年 度 繰 越 金 14,626,480 ゆうちょ銀行定額預金　  3,400,000円福岡中央銀行定期預金　11,226,480円
預 金 利 息 4,190 福岡中央銀行利息
寄 付 500,000 平成27年度一般会計より
合 計 15,130,670

次 年 度 繰 越 金 15,130,670 ゆうちょ銀行定額預金　  3,400,000円福岡中央銀行定期預金　11,730,670円

名簿積立金（平成27年4月1日～平成28年3月31日） （単位：円）
費　目 金　額 摘　要

収
　
入

前 年 度 繰 越 金 4,724,295 福岡中央銀行定期預金
名 簿 積 立 金 500,000 名簿引当金（平成 32年度改訂名簿編集費）
利 息 1,146 利息（解約利息含）
合 計 5,225,441

支
　
出
名 簿 制 作 費 4,100,000

平成27年度版
合 計 4,100,000

次 年 度 繰 越 金 1,125,441 福岡中央銀行定期預金

平成27年度北辰会定期総会決算書（平成4年・平成16年卒当番幹事） （単位：円）
費　目 金　額 摘　要

収
　
入

総 会 会 員 券 1,055,000 @5,000円×211枚
広 告 料 1,845,000 @5,000円×369口

雑 収 入 596,050 祝儀100,000円　イベント収入138,000円前年度準備金303,050円　広告寄付等55,000円
合 計 3,496,050

支
　
出

総 会 費 1,847,378 総会飲食費、会場関係費、会場費、アトラクション代、写真代、総会資料及び会員券等印刷代、送料等
当番幹事会議費 263,348 当番幹事会議費及び反省会費

事 務 局 運 営 費 1,385,324 次年度準備金303,050円　同窓会寄付300,000円冬季会報費392,384円　通信費、雑費、事務局運営費等
合 計 3,496,050
差引残高 0

平成27年度教育振興基金（一般会計）決算書 （単位：円）
費　目 本年度予算額 本年度決算額 差引増減額 備　考

収
　
入

前 年 度 繰 越 金 4,022,613 4,022,613 0 前年度繰越金
寄 附 金 1,900,000 2,149,660 249,660
雑 収 入 387 391 4 預金利息
合 計 5,923,000 6,172,664 249,664

支
　
出

特 別 奨 学 金 費 600,000 600,000 0 @600,000円×1名
山 田 奨 学 会 費 120,000 0 120,000

科学研究奨学会費 1,000,000 992,372 7,628 電力監視板設置費・パソコン代科学研究奨学会費（知的財産教育）
部 活 動 奨 励 費 500,000 500,000 0
教育研究奨励費 200,000 0 200,000
国 際 研 修 費 300,000 280,122 19,878 全工協カナダ研修
管 理 費 200,000 111,644 88,356 振込用紙印刷代ほか
事 務 費 350,000 289,092 60,908 同窓会館財産使用料、メール代

予 備 費 2,653,000 195,864 2,457,136
日本の次世代リーダー養成塾
世界ユース陸上競技選手権
全国高校総合体育大会ほか

合 計 5,923,000 2,969,094 2,953,906
収入額　　　　　　支出額
6,172,664円　－　2,969,094円　＝　3,203,570円（次年度へ繰り越し）

平成27年度教育振興基金（特別会計）決算書 （単位：円）
費　目 本年度予算額 本年度決算額 差引増減額 備　考

収
　
入

前 年 度 繰 越 金 9,022,466 9,022,466 0 前年度繰越金
雑 収 入 534 1,509 975 預金利息
合 計 9,023,000 9,023,975 975

支
出

0 0 0
合 計 0 0 0

収入額　　　　支出額
9,023,975円　－　0円　＝　9,023,975円（次年度へ繰り越し）
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北
辰
会
で
は
、
母
校
創
立

１
２
０
周
年
に
向
け
て
準
備
を
始

め
ま
し
た
。

　

旧
八
幡
図
書
館
の
れ
ん
が
他
を

譲
渡
し
て
い
た
だ
い
た
事
を
、
手

始
め
に
北
辰
会
報
も
カ
ラ
ー
印
刷

と
し
ス
タ
イ
ル
を
刷
新
し
、
卒
業

生
の
手
記
も
取
り
入
れ
る
事
と
し

ま
し
た
。

　

今
後
幅
広
い
年
代
の
方
々
に
、

ご
協
力
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
是
非
ご
推
薦
下
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

編

集

後

記

教
育
振
興
基
金
納
入
の
お
願
い

　

平
成
12
年
に
設
立
し
、
翌
年
か
ら

運
用
が
開
始
さ
れ
た
教
育
振
興
基
金

も
既
に
15
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ

り
順
調
に
機
能
し
、
母
校
へ
数
多

く
の
母
校
の
発
展
、
奨
学
資
金
、

部
活
動
へ
の
支
援
等
へ
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
方
へ
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

母
校
へ
の
支
援
を
続
け
る
に
は
、

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
が
必

要
で
す
。

　

年
会
費
同
様
教
育
振
興
基
金
へ

の
ご
協
力
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

北
辰
会  

年
会
費
納
入
の
お
願
い

　

本
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
一
人
ひ
と
り
の
貴
重
な
浄

財
で
あ
る
会
費
は
、
北
辰
会
運
営

に
と
り
ま
し
て
は
、
最
も
重
要
な

も
の
で
す
。

　

事
務
局
で
は
、
更
に
会
員
へ
の

情
報
発
信
と
母
校
発
展
の
為
、
努

力
を
重
ね
事
務
の
効
率
化
と
経
費

節
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

出
費
多
端
の
折
、
誠
に
恐
縮
で

す
が
年
会
費
の
納
入
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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